
 

（第２号様式）   
令和７年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立湘南台高等学校長  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①「主体的・対話的で深
い学び」を通して生徒の
資質・能力を育み、生涯
にわたり探究を続ける
未来の創り手を育てる。 
②すべての教科・科目
で授業のユニバーサル
デザイン化を推進する。 
 
③知・徳・体にわたる「生
きる力」を育む教育課程
を編成する。 

①「主体的・対話的で深
い学び」の実現に向け
て、組織的な授業研究に
取り組む。 
 
 
 
 
 
③豊かな人間性や社会
性の涵養、社会的・職業
的な自立を目指した教
育課程を編成し、適切な
運用を行う。 

①学校運営協議会に授業
研究部会を位置づけ、校
内研修等で、組織的な授
業改善やユニバーサルデ
ザイン化を進める。 
 
 
 
 
③今年度、新教育課程の
学年が卒業年度を迎える
ため、３年間を通した見直
しを実施する。 

①学校全体での組織的
な授業研究、成果のまと
め、振り返り等を実施し
たか。 
 
②新学習指導要領に則
り、高等学校３年間を見
通した教育課程を編成
することができたか。 

①校内授業研究テーマに沿っ
た授業改善のための相互授
業見学期間を設定し実施し
た。 
 
 
 
 
 
③新教育課程の見直しを実施
し、令和８年度入学生に向け
た教育課程の再編成を行って
いる。 

①相互の授業見学に対する意義
を感じながらも十分な時間を確
保できない状況を踏まえ、研究内
容や実施時期について今後、検
討を重ねる必要がある。 
 
 
 
 
③令和８年度入学生に向けた教
育課程の適切な運用が行われる
ように整備する。 

・授業改善について
は、引き続き取り組
んでほしい。 
・小・中では保護者に
アンケートを行って
いる。  
・主体的・対話的な学
びや生きる力は社会
総がかりで関わるこ
とでより成果が大き
くなる。 

① ICT を活用した授
業実施については、か
なり充実してきたが、
一方で職員の間の差
が大きい状況がある。
授業研究については、
内容・時期等について
検討が必要である。 
 
③ 生徒の進路実現を
目指した新教育課程
の見直しを行い、令和
８年度入学生に向けて
教育課程の再編成を
行った。 

① 次年度は生徒に
よる授業評価だけで
なく、Classi で行う
保護者アンケートの
結果を授業研究に活
かす。ICT の活用に
ついて等の職員研
修や授業見学につい
て、再検討を行い、
学校全体での組織
的な授業研究を進め
る。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①一人ひとりの心と体の
成長に配慮し、他人も自
分も大切にできる思い
合う態度を育てる。 
 
 
 
②対話や協働を通し、生
徒同士が相互理解を深
める、インクルーシブな
学校づくりに取り組む。 
 
 
 
 
 
 
③学校行事、部活動等
の生徒会活動を活性化
し、生徒の主体性・創造
性を育む。 

①チームによる相談体
制を確立し、自他ともに
認め合える人間関係の
醸成を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③委員会活動を活性化
し、生徒が主体的に行事
の企画・運営を行えるよ
う、支援する。 

①サポートドック、自前の 
「心の健康調査」等を活用 
し、自身を見失っている生 
徒を早期に発見・支援す

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③学校行事等、生徒が企 
画・運営に携わる場面を増 
やす。40周年記念事業を

通 
し生徒の創造力を発揮さ

せ 
る。 

①ＳＣ、ＳＳＷの利用状 
況。職員のための研修
会等を開催することが
できたか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③生徒の主体的な活動
の場面が見られたか、
生徒の創造力を発揮さ
せる40周年記念事業を
実施できたか。 

①ＳＣによるカウンセリングは
33日延べ158人。ＳＳＷによ
る教育相談は 34 日延べ 41
人。県指定、職員人権研修とし
て、同和問題についての研修
を行った 
①インクルーシブな学校づく
りを目指し、相互理解を深め
る活動を実施したことで、生
徒個々が互いを尊重し、理解
しあう意識を持つことにつな
がった。 
 
 
 
 
 
③体育祭、文化祭とも実行委
員を中心に生徒主体で企画・
運営ができた。また、40 周年
を祝う会において、ゼロから
企画を立ち上げ、事前準備も
含め、成功裡に終わらせた。 

①全職員に対する校内教員研修
の充実を図る。引き続き教育相談
マニュアルを作成するなど、教育
相談体制の充実を図る。 
①インクルーシブな学校づくりに
は、継続的に改善していくことが
必要。学校全体で協力しながら、
「対話・協働・体験」を通じ、多様な
生徒が共に学べる環境を目指し
ていくことが今後も求められる。 
 
 
 
 
 
 
 
③昨年度の動きを、担当者の記
憶や、バラバラの資料から探るこ
とが多く、合理的ではないため、
今年度の振り返りと、来年度の引
継ぎ資料の作成を行うとともに、
来年度の計画についても委員会
での議論を進めておく。 

・ＳＣ、ＳＳＷが活用
されていることはよ
いことであると思う。 
・サポートドックによ
る声かけの重要性を
感じる。 
・学校、生徒の取り組
みを可視化すること
で理解が深まった
り、協力や支援が得
られると思う。 

①教育相談茶話会を
毎月１回開催すること
ができた。若手教員
が増える状況下で、
校内教員研修のさら
なる充実が必要であ
る。 
 
①インクルーシブ教
育に関するミニ研修
を月１回実施した。イ
ンクルーシブが学校
づくり取り組みのた
めに職員全体の取り
組みが引き続き必要
である。 
 
③各行事において、
実行委員や有志団体
など生徒が主体的に
活動をする場面が多
く見られたが、企画検
討の段階で毎年、同
様の議論をすること
が多いため、単年度
で終わらずに、次年
度につながるように
することが課題であ
る。 

①サポートドックに
よる生徒への声か
けを引き続き行っ
ていく。 
①SCやSSWによ
る職員研修の開催
し、教育相談体制の
一層の充実を図る。 
①職員の異動も多
いため、インクルー
シブ教育に関する
職員研修の充実を
図る。 
 
 
 
 
③実施後に振り返
りをおこない、次年
度への引継ぎ資料
の作成を行うととも
に、年度内に次の計
画についても検討を
進め、スムーズに次
年度をスタートでき
るようにする。 

３ 進路指導・支援 

①生徒一人ひとりの社
会的・職業的な自立に向
けた進路実現を目指し
たキャリア教育を行う。 
 
②インターンシップ等体
験的な学習活動を充実
させ、組織的な進路指導

①様々な学校外の教育
力を活用し、個々の生徒
の意識を高め、進路実
現に向けた取組みを推
進する。 
②生徒の進路実現に向
けて職員全体で組織的
な支援を行う。 

①授業やホームルーム活
動 

等を通じて生徒を支援す 
る。学習ツール等の利用
を 

促進し、将来に向けて広く 
考える支援をする。 
②生徒の進路実現に向

①学習ツール等を利用
することで進路について
の意識を高めることが
できたか。 
 
②生徒が希望する進路
を実現するために自分
の行動や考えをまとめ

①個々に所有しているクロー
ムブックを活用して、授業や
自己理解、進路研究等を日々
進めている。また、学校外の
教育力を活用して、進路につ
いて考える機会を持つことが
できた。 
②各学年、生徒の置かれてい

①様々な機会を通じて多くの情
報を発信しているが、学期の早い
時期から次年度の進路について
考える必要があり、生徒に実感を
持たせることが難しい。 きめ細
かく、繰り返し情報を発信し続け
ることが必要である。 
②進路行事を実施した後に、毎回

・生徒の自己理解を
進めていることはす
ばらしい。自己肯定
感を高める取り組み
を今後も続けてほし
い。 
・特別募集の生徒の 
全員が進路を決める

①生徒がそれぞれ自
己理解を深め、希望
する進路実現に向け
た継続的な活動を支
援できた。 
学習ツール等の活用
がまだ進んでいな
い。 

①クロームブック等
のさらなる活用を
すすめる。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和 年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月７日実施） 

総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

や支援に取り組む。  け、 
さまざまな場面できめ細
か 

く支援をする。 
 

ることの必要性を意識
するように支援ができた
か。 

る状況に応じて、進路担当が
支援をすすめており、生徒の
自己理解が進んでいる。特
に、3 年生については、個々
が希望する進路に進むことが
できるよう、きめ細かく支援を
することができた。 

振り返りをする時間を設定するこ
とで、さらに自己理解が進み、進
路実現につなげていく。 

ことができたことは
すばらしい。 
・体験的な学習では
地域で支援できるこ
とがあると思う。 

 

４ 地域等との協働 

〇保護者や地域と連携
し、社会に開かれた学校
づくりを推進する。 
 

①ホームページや学校
見学会・学校説明会など
の広報活動において、本
校の特色や魅力、幅広
い教育活動を的確に発
信する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②地域への貢献活動の
場を提供する。 
 

①ホームページの内容を
精選して情報を適宜発信
できるよう、計画する。学
校説明会等では生徒主体
の取り組みや成果が伝わ
るよう内容の充実を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②地域関係団体との連絡
を密にして、安心・安全に
配慮しながら貢献活動へ
の積極的な参加を促す。 

①他のグループや広報
委員と連携をとりながら
迅速かつ適切にホーム
ページの内容更新を行
うことができたか。また、
本校の特色や魅力、幅
広い教育活動を効果的
に伝える学校説明会等
が実施できたか。 
 
 
 
 
 
 
②地域関係団体と連携
する取り組みに生徒が
積極的に参加したか。  

①学校見学会や学校説明会、
校外での広報活動、ホームペ
ージにおいて本校の幅広い教
育活動を積極的に発信した。
学校説明会では本校の魅力
や特色を代表生徒が中学生
や保護者に向けて具体的、効
果的に伝える形式を新たに取
り入れた。  
 
 
 
 
 
 
②地域貢献清掃活動を春・秋
の２回実施し、地域団体の
方々と本校生徒が協働する機
会を設けることができた。ま
た、地域イベントの「フェスタ
とらいあんぐる」や「湘南台ま
つり」に参加した。 

①ホームページの内容更新が滞
ることもあった。スムーズに情報
を発信できるよう、他のグループ
や広報委員との連携を密にする。
説明会などの広報活動は限られ
た回数や時間の中で特色や魅力
を効果的に伝える必要があるた
め、内容の精選を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
②地域関係団体との協働の機会
は増えていない。地域との交流や
貢献活動、イベントについての情
報を周知し、積極的な参加を促
す。 

・地域連携によって、
生徒には社会性の学
びがあり、地域では
学校への理解が進
むので、引き続きの
連携をお願いした
い、 
・中学生と高校生が
連携する機会を作る
ことが大切だと考え
る。 

①広報委員作成の記
事を継続してホームペ
ージに掲載した。説明
会では、代表生徒が中
学生や保護者に向け
て、本校の魅力や教育
活動を具体的に伝える
ことができた。一方、
見学会や説明会など
の内容や実施時期に
ついては、年間スケジ
ュールの中でバランス
を取りながら検討する
必要がある。 
 
②４０周年記念行事準
備委員会と地域への
貢献活動を行った書
道部が県教育委員会
から表彰を受けた。 
②地域貢献清掃活動
や一部の部活動では
あるが、中学校、地域
との交流を行うことが
できた。しかし活動に
ついて、あまり知られ
ていないことが課題で
ある 

①年間の広報日程
を早めに確定し、職
員や生徒が協力しな
がら準備を行い、説
明会や見学会が中
学生や保護者にとっ
て有意義なものとな
るよう内容を検討す
る。 
 
 
 
 
 
 
②地域団体や小・中
学校との連携をさら
に進め、交流の機会
や参加可能なイベン
トなどについて生徒
や部活に周知し、参
加を促す。また、本
校への理解が深まる
よう、活動の様子な
どを積極的にホーム
ページに掲載する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①誰もが安全・安心して
学習活動等に取り組め
る教育環境を整備する。 
 
 
 
 
 
 
②ワークライフバランス
の実現のため教員の働
き方改革を図る。 

①生徒も職員も活動し
やすい環境を整備し、必
要な各種改修工事を進
める。 
 
 
 
 
 
②ワークライフバランス
を意識した働き方を進
め、職員のコンプライア
ンス意識を高める。 

①日々の清掃活動を充実
させる。また、老朽化施設
等の点検を着実に行い、
必要な更新を行う。 
 
 
 
 
 
②外部人材の一層の活用
や職員の意識改革を促
し、時間外在校時間を縮
減する。 
事故不祥事発生の要因に
ついて職員間の情報共有
を図る。 

①清掃状況の確認。危
険個所、老朽化箇所等
の早期発見と適切な対
応ができたか。 
 
 
 
 
 
②効果的な研修等を実
施することができたか。 
職員の時間在校時間の
縮減ができたか。 

①日々の清掃では美観意識
の向上もあり、十分な活動が
できた。 
①年間を通じて、事務室の素
早い対応により、経年劣化し
た備品、施設等の修繕等がで
きた。 
 
 
②毎月の研修により不祥事防
止に対する職員間の情報共有
を図った。 
②時間外在校時間の長い職
員について、その縮減が難し
かった。 

①これまでの清掃活動を続けて
いく。 

①こらからも、老朽箇所等につい
ては、安全を確保しつつ適切な改
修等をしていく。 

 

②地域の支援等ももらいながら、
教員の働き方改革の推進により
時間外在校時間の一層の縮減に
取り組む。 

・先生方の負担が
かからない地域から
の支援方策について
知恵を出しあってい
きたいと思う。 

①生徒たちの積極的
な清掃活動により校
内は、清潔な環境が
保たれた。 
①事務室との連携に
より、経年劣化した備
品、施設等の修繕等
ができた。 
 
②職員への事故防止
の意識醸成ができ
た。 
 
②働き方改革につい
て、職員意識の醸成
はできたが、一部の
職員の長時間労働に
ついてその縮減が難
しかった。 

①今後もこれまで
の清掃活動等を継
続し、清潔な環境を
維持していきたい。 
①今後も、生徒の
安全のため、教育
施設課等とも連携
し、適切な改修を進
める。 
②不祥事防止に向
け高い意識を醸成
する。 
 
②職員の働き方改
革の一層の推進に
よる長時間労働の
縮減に引き続き取
り組む。 

 

 


